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ɹɹ�18 日（ਫ）予ࢉܾࢉ（ࢢຽࡁܦɾݐࢢ設）ɾࢢຽࡁܦɾݐࢢ設ҕһ会
ɹɹ�1� 日（）予ࢉܾࢉ（૯จڭɾࢱอ݈）ɾ૯จڭɾࢱอ݈ҕһ会
ɹɹ�20 日（ۚ）予ࢉܾࢉ（ࢢຽࡁܦɾݐࢢ設）ɾࢢຽࡁܦɾݐࢢ設ҕһ会
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Ұ ൠ ࣭  1� ໊の議һ͕നの議Λల開

つくば市議会νϟンωル
:PV5VCF でಈըを配信しています

νϟンωル
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します

議ҊͳͲ 8 ݅議 Ҋ ৹ 議
令和６年第̍回定ྫ会の会ܾ͕ظ定

逆さの視点に立つと、
違う景色が見えてくる。
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令和６年̐月 1� 日から令和６年 11 月 2� 日



2

第 182号　令和６年（2024年）８月１日 Ұൠ࣭

（࣭） ᶃܭࢢըಓ࿏্Տ࡚ݪঢ়ઢɾ౦ঢ়ઢのਐḿঢ়گᶄ
ಓࠃ࿏のࣈಓ࿏（ਅஸ࣠ࢢᶅگ৽ాઢのਐḿঢ়ݪըಓ࿏ౡ໊ܭࢢ
3�4号͔Β୩ా෦ઢ·で）のڙ༻開ظ࣌࢝に͍ͭͯ͏。
（ห） ᶃ市ܭըಓ࿏上Տ࡚ݪঢ়ઢと౦ঢ়ઢは、Ԇ長���0N
のװઢಓ࿏で、Ἒݝが ��20N をඋ中であり、令和６年度の
をࢦしている。つくば市がࢪする �10N ۠ؒは、令和６年度
にಓ࿏事を開࢝予ఆである。ᶄ市ܭըಓ࿏ౡ໊ݪ৽ాઢは、Ԇ長
�20N のװઢಓ࿏であり、Ἒݝが �60N をඋ中で、令和６年
度のをࢦしている。つくば市がࢪする 160N ۠ؒは、令和
６年度にଌྔۀを開࢝予ఆである。ᶅ市࣠ಓ࿏は、つくば市から
予ఆで࢝用開ڙにࠒઢಓ࿏で、令和６年ՆװҬ市までのڷࡾݝۄ࡛
ある。

（࣭） ᶃܭࢢըಓ࿏্Տ࡚ݪঢ়ઢɾ౦ঢ়ઢに͍ͭͯɺ֗౮
設置ཁ߲ࣄにରͯ͠ͲのΑ͏ͳঢ়͏͔گ。ᶄܭࢢըಓ࿏ౡ໊ݪ
৽ాઢに͍ͭͯɺݩઆ໌会Λ開࠵すΔの͔͏。
（ห） ᶃ֗࿏౮設置要望については、令和６年度のಓ࿏事に߹わ
せて設置予ఆである。ᶄ地ݩઆ໌会は、ଌྔۀにண手するલに開催
予ఆである。

（ཁ） 。に͍ͭͯཁすΔࡦの۠会にग़ೖΓすΔಓ࿏の҆શରࡍのࣄ

ɹこの΄か、地۠ू会所උなど、自ओࡂ৫について質問した。


ㆌ㇀㇉
ଜ　म

㆗㇅ㆄ㆘
ण　ٞһ

（ࣗຽౘ政ਗ਼Ϋϥϒ）

ಓ࿏行政ʹ͍ͭͯ
（࣭） に͍ͭͯݮΓのෛ୲ܰؼͪ࣋ਭ༻ஂޕอҭ所に͓͚Δཱࢢ
のݕ౼ঢ়گはʁ
（ห） ެ立อҭ所におけるޕਭ用ஂ持ちؼりのෛ୲軽ݮ案として、
ஂにわるものとしてଞ自治ମや民ؒอҭࢪ設などで導入されてい
る持ちؼりෆ要なコοτやϚοτの導入可能ੑをݕ討した。コοτに
ついては、ऩೲスϖースのෆやอҭ࢜へのෛ୲がஂとൺֱしてେ
きいため、導入にはࢸらなかった。Ϛοτについては、令和̏年度に
֤、みができたことから者会ओ導による導入のޢอҭ所でอ࠺ޗ
อҭ所およびอޢ者会に情ใをڞ༗し、อޢ者会からر望があった
อҭ所でも導入した。
（࣭）　ࢢओಋにΑΔޕਭ༻ஂؼͪ࣋Γのෛ୲ܰࡦݮΛੋඇݕ౼͍
͖͍͕ͨͩͨɺࢢの͑ߟはʁ
（ห） อޢ者会ओ導でϚοτを導入した࠺ޗ、྆อҭ所につい
てอҭ࢜へのώアϦンάを行い、メϦοτ、デメϦοτなどのௐࠪを
行う。ͦの上で、市がओ導తに対応できるかについてݕ討を行う。
（࣭）　۩ମతͳݕ౼εέδϡーϧはʁ
（ห）　令和６年度中にஅし、対応できるとஅした߹は、令和
̓年度にମ制ߏங、อޢ者へのपなどを行い、令和̔年̐月からの
導入をࢦす。


ㆉ ㇏ ㆎ ㆼ
อ　օٱ

ㆿㆪㆿ
࣮　ٞһ

（ͭ͘νΣϯδνϟϨϯδ）

อҭॴͷஂؼͪ࣋Γͷෛ୲ܰݮΛʂ

（࣭）　۠ձ（࣏ࣗձ）ʹ͓͚Δిࢠճཡͷ࣮ূ࣮ࢀʹݧՃ͍ͯ͠Δ
۠ձʹ͍ͭͯ͏ɻ
（ห） ۠会については、令和６年̏月現ࡏ ��8 である。加入ށ
は̐ສ 62�8 に参ݧとなっている。ͦのうち、電子ճཡの࣮ূ࣮ށ
加している۠会は、令和６年５月現ࡏ �2 である。令和５年度には、
۠会ճཡを 22 ճ行い、֤ 配はށ ��� ݅、۠ 会ճཡは 1682 ݅であっ
た。

（࣭）　ిࢠճཡͷ࣮ํࢪ๏ͱϝϦοτʹ͍ͭͯ͏ɻ
（ห） 電子ճཡの࣮ࢪ方法としては、۠会ճ
ཡ日に市から۠長Ѽてにメールをૹり、۠長が
電子ճཡをر望する会員にपをする。電子ճ
ཡのメϦοτとしては、ݯࢿࢴのઅ、ਝな
情ใୡ、ͦして۠会役員のෛ୲軽ݮなどがあ
ると考えている。

（ཁ）　ిࢠճཡͷपͱ۠ձ（࣏ࣗձ）
ͷ׆ಈʹର͠ӡӦิॿͷ֦ॆΛཁ͢Δɻ

ɹこの΄か、市֗化۠Ҭや۠Ҭࢦఆの֦େ֦ॆ、άϦーンόンΫ事ۀ
。地改良අิॿۚについて質問したغ์࡞ߞ

খ
㆓ ㆎ ㆼ
و　อٱ

㆟ㆉ㆗
һٞ　࢙

（ͭࣗ͘ຽౘɾੜΫϥϒ）

͍ͯͭʹ๏ͱϝϦοτํࢪճཡͷ࣮ࢠి
（࣭）　ᶃৗ൬ࣗಈंಓΛ͙͘Δτϯωϧͷর໌ͷվળɺΧʔϒϛ
ϥʔͷઃஔɺεΫʔϧκʔϯͷද͕࣮͍ࣔͯ͠ݱͳ͍ɻԣஅาಓ৴
号Λֶߍͷपลͷૣٸͳઃஔͷཁ͕ಧ͍͍ͯΔɻઃஔঢ়گɻᶄ
ߍΕ͍ͯΔɻΰϧϑϘʔϧ͕·ڬʹΰϧϑͱৗ൬ࣗಈंಓߍ྆
ʹඈΜͰ͜ͳ͍ͨΊͷରࡦআࢄࡎ࣌ͷରԠʹ͍ͭͯ͏ɻ
（ห） ᶃτンωル内র໌のর度の確อや、ԣஅาಓ・カーブϛラー・
スΫールκーンの設置はྃしている。ޙࠓ、ドライόーへの意ש
のカࠩަޱの൘設置などを行い、令和６年度中にτンωル出入ى
ラー化を̐カ所行う。また、อޢ者や地Ҭॅ民の意見をडけ、市長、
৬員で௨ֶ࿏のঢ়ہ෦৬員および市役所ؔߍֶ、৬員ܯ、ҭ長ڭ
τンωル内の、ޙࠓ。議したڠについてࡦを確認し、۩ମతな改ળگ
า行ۭؒの確อやর໌の -&% 化を行うとともに、ԣஅาಓの設置に
けてܯとڠ議をਐめている。ᶄΰルフのඈٿ対ࡦは、֘ΰルフ
とڠ議し、ֶߍにߴさ５N のٿωοτを設置した。また、ΰルフ
の২を૿やし、テΟーάランドのଧち出し方を見直している
とฉいている。ༀなどༀࡎのࢄについても、時ظやࢄする時ؒଳ、
ճなどを֘ΰルフと情ใをڞ༗していく予ఆである。
（ཁ）　ࣇಐΛߴಓ࿏ʹཱͪೖΒͤͳ͍ͨΊͷޢนઃஔ໋ʹ͔
͔ΘΔ͜ͱͰ͋Γࢢ໊Ͱߴಓ࿏ձࣾʹཁͯ͠΄͍͠ɻ
ɹこの΄か、࡚ؠอҭ所地への࡚ܪୈೋখֶࣇߍಐΫラブのݐ設、
ޢされるެ立อҭ所のอࢭてସえ、ഇݐظ৯ηンターのૣڅߍֶ࡚ܪ
者のෆ҆に応えるための୩ా෦庁ࣷ地および࡚ߴ༮ஓԂ地へのެ
立อҭ所のݐ設について質問した。

ڮ
ㆯ㆗㇂ㆨ
ຊ　Ղ

㆐ㆂ㆓
һٞ　ࢠ

（日ຊ࢈ڞౘͭ͘ஂٞࢢ）

ΈͲΓͷೆখதֶߍ௨ֶ࿏ͷ҆શରࡦʹ͍ͭͯ

ɹこの΄か、පࣇอҭの対ࣇಐの上限Ҿき上͛、市立ֶߍにおける
ௌࢧࣇԉ、市ओ催イϕンτにおけるোがい者への߹ཧత配ྀの提ڙ、
市৬員に対するڅ༩のະいなどについて質問した。
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（࣭）　ࣾࢢձࢱ՝ͷؒ࣌֎खະ͍ɺிΠϯτϥωοτ
Մͳۀ͕ͣܨʹ 	 ਓใΛѻ͏ݸ 
 ͰهγεςϜͷϩάܥװج
ͳ͘ɺॴଐ͕मਖ਼ՄͳΠϯτϥهͰۈଵཧ͞Ε͍ͯͨ͜ͱ
Ͱੜͨ͡ɻۈଵཧॴଐۀ͔ΒΓ͠ɺ૯෦͕࠷ϩάه
Ͱཧ͖͢Ͱ͋ΔɻிͰʮ༧ࢉΛ͑ͳ͍Α͏ʹʯͱؒ࣌֎
ͷਃ͕͑߇ଓ͍͍ͯͨɻૣٸͳۈଵཧͷݟ͠ͱదਖ਼ͳۈؒ࣌
ೖྗͰۀͷ͑ݟΔԽ͕ඞཁͱ͑ߟΔ͕ରԠɻ

（ห） つくば市৬員نఔのୈ６において、ٳۈཧシステム
がඋされている৫にۈする৬員は、֘システムを用いて出ۈ
時ؒ及びୀۈ時ؒを記することとしている。ͦのཧは、所ଐ長が
行うき࿑ཧの一つであると考えている。また、ۈ時ؒ入ྗに
ついて、ࣾ会ࢱ՝৬員は現ࡏద正な時ؒ֎ۈのਃ請をしている。
さま͟まなௐࠪのもと改ળをચい出し、
来年度Ҏ߱のݚमで市の問のあった事ྫ
などもりࠐみながら、ਓ事՝の৬員がߨ
くͮڥमを行い、よい৬ݚとなってࢣ
りにめていきたい。

ࢁ
㇄ㆾㆪㆉ
த　ਅ

ㆾ㇆ㆿ
һٞ　ٷ

（日ຊ࢈ڞౘͭ͘ஂٞࢢ）

खະ֎ؒ࣌　 ͠ͰվળΛݟγεςϜۈ͍�
（࣭）　োऀͷॏԽɾྸߴԽ͖ޙΛݟਾ͑ͯɺҬͰઐ
ੑੑٸۓʹରԠ͢ΔͨΊʹ૬ஊɺ࣌ٸۓͷड͚ೖΕɾରԠɺମݧͷ
ΛػอɾཆɺҬͷମ੍ͮ͘Γͷ̑ͭͷ֬ࡐձɾɺઐతਓػ
උ͠ɺରԠ͢Δͱ͍ͯ͠Δ͕ɺᶃ૬ஊʹ͍ͭͯɺᶄ࣌ٸۓͷड͚ೖ
ΕͱରԠɺᶅମݧͷػձɾͷఏ͏͍ͯͭʹڙɻ�

（ห） ᶃ૬ஊについては、緊急時にඋえてৗ時の࿈བྷମ制を確อし、
緊急時においては必要なαーϏスのコーデΟωーτや૬ஊ、ͦのଞ必
要なࢧԉを行う。ᶄ緊急時のडけ入れおよび対応については、ظ入
所などをར用した緊急डけ入れଶを確อした上で、հޢ者の急පな
どにো者のडけ入れやҩྍ機ؔへの࿈བྷなどの必要な対応を行う。
ᶅମݧの機会・の提ڙについては、入所ࢪ設やපӃからの地ҬҠ行
に入れて、άループϗームなどや日ࢹԉやՈからの自立などをࢧ
中׆ಈܥのোࢱαーϏスのར用など̍ਓらしのମݧの機会およ
びを提ڙする。

ۚ
ㆉㆭ㆓
和　ࢠ

ㆉ㆚ㆈ
༤　ٞһ

（৽ࣾձౘͭ͘）

　Ҭੜࢧ׆ԉڌۀࣄͷ֓ཁʹ͍ͭͯ

（࣭）　େۀ͕ۀاΛ্͍͛ͯΔ໘ɺۀاͷ ��ˋΛΊΔத
খۀاԁ҆ʹ͏ՁߴͰܦ͍͠ݫӦΛ͍ڧΒΕ͍ͯΔɻᶃൃ͕ࢢ
͢ΔެܖͰԼෛࢢʹऀۀऀۀݩΛ༏ઌ͢ΔΈͷঢ়گɻ
ᶄެܖʹ͓͍ͯԼෛऀۀͰಇ͘ਓͨͪͷۚΛෛ͕ऀۀอূ͢
Δ͜ͱͳͲΛٛԽ͖͢Ͱɻᶅڅ৯ϨετϥϯͷӡӦʹຽؒऀۀ
ͳͲΛ׆༻͠ɺࢢຽͷ͍ܜͷΛࢢ֤ʹΕΔΑ͏ʹͯ͠Ͳ͏͔ɻ

（ห）ɹᶃݐ設ۀなどで市内ۀ者を༏ઌするみについては、一般
要݅で市内に本ళを置いていることを地Ҭ要֨ࢿ参加ࡳの入ࡳ૪入ڝ
݅としてしたり、一般ڝ૪入ࡳのڞ௨事߲において、Լ請ෛܖま
たはࡐࢿのௐୡܖについて市内の事ۀ所を׆用し、ͦのܖֹۚの
がܭ߹ �0ˋҎ上となるようにめることとしている。ᶄいわΏるެܖ
ྫについては、ଞ自治ମのঢ়گとともに、ؔ法令などとの߹
ੑや市の入ࡳ制度なども౿まえながら、必要ੑについてݕ討していく。
ᶅ地ۀ࢈の׆用については、ࢪ設ӡӦとͦのϚονンάについてݚ
していく。市として初めての試みであるため、ेに市民の意見をڀ
ฉき、ೲಘをಘながらਐめていくことがॏ要と考えている。ࢪ設では、
地Ҭ全ମにֶڅߍ৯のԸܙを͛ていくऔりみや、৯を௨した市民
のコϛϡニテΟーのとしてもݕ討していく。また、ࢪ設Քಇޙにධ
Ձを行うことが必要だと考えている。

（ཁ） ৯ͷϨγϐΛެ։͢Δ͜ͱΛཁ͢Δɻڅߍֶ

Ԙ
㆗ㆈ ㆟
ా　ঘ

ㆲ㆕㆗
　ٞһ

（ͷձࡦதീࢁ）

　ੑ׆ࡁܦݩԽࡦʹ͍ͭͯ
（࣭） ຊ年 12月 2日ʹɺݱ行ͷ݈߁อ͕ূݥഇ͞ࢭΕʮϚΠφϯ
όʔΧʔυʯʹҰମԽ͞ΕΔɻϚΠφอূݥҩྍͷσδλϧԽΛਐ
ΊΔΧΪͱͳΓɺ࠷దͳҩྍͷఏڙༀͷॏෳ༩ͷࢭʹͭͳ͕
ΓɺྸߴԽͳͲͰΒΉҩྍඅͷ੍ظͰ͖Δͱ͑ߟΔɻݱঢ়ͱ
՝ɾपํ๏ͳͲޙࠓͷऔΓΈʹ͍ͭͯ͏ɻ

（ห）ɹ現ࡏ、Ϛイφอূݥのར用は、つくば市ࠃ民݈߁อݥのඃ
อݥ者の ���ˋとなっている。つくば市ྸߴظޙ者ҩྍ制度のඃอݥ
者については、Ϛイφอূݥのར用は ���ˋとなっている。՝と
しては、Ϛイφอূݥのར用がいことが͛ڍられる。現ࡏ、市のϗー
ムϖージで、Ϛイφอূݥのར用でҩྍඅが҆くなることや݈結果
などをҩࢣとڞ༗できるなどのメϦοτをࡌܝしている。ޙࠓは、現
行のอূݥのഇࢭにઌ立ち、市ใࢴや 4/4 などでのपや、ൃૹす
るอূݥへのνラシのಉ෧、૭ޱでのੵۃతな案内によって、อূݥ
のར用ొやϚイφอূݥのར用上を図っていく。

（ཁ） Ҭҩྍֵ৽Λҩࢣձͱ࿈͠ܞʮͭ͘ࢢͰͷҩྍϞσϧʯ
ͷΈͮ͘ΓΛੋඇͱ࡞Γ্͛ͯ΄͍͠ɻ

ɹこの΄か、ো者ޏ用のঢ়گや市のো者のब࿑ࢧԉ、αーΩϡラー
Τコϊϛー（॥ࡁܦ）へのऔりみ、かかりつけҩ機能උへのऔ
りみについて質問した。


ㆯㆾㆪㆉ
த　উ

ㆉㆤㆿ
ඒ　ٞһ

（ެ໌ౘͭ͘）

　ϚΠφอূݥͷऔΓΈʹ͍ͭͯ

ɹこの΄か、市内খ中ֶߍのաେن化による問、ෆొࣇߍಐੜె
にࠂ会ࣾの決算ใࣜג所へのิॿ、つくばまちなかデβインۀԉ事ࢧ
ついて質問した。

ɹこの΄か、つくば市のจ化ࡒ、つくば市内のௌֶڃについて質問
した。
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（質問）　支援策や対策を立案する際、不登校や長期欠席、校内フリー
スクール利用者の児童生徒の現状を把握し、その主たる要因を明らか
にして、最適な支援策を立案するためにも、各種のアンケートを行う
ことは有効な手段であると考える。そこで、長期欠席児童生徒に関す
るアンケート、校内フリースクール利用者に関するアンケートについ
て、結果と課題、そしてその分析からの対策について伺いたい。

（答弁）　長期欠席生徒へのアンケートから、学習や体力面での不安、
友人関係の悩みなどを把握した。一方で、校内フリースクールを利用
してみたいという肯定的回答は 6割を超え、自分の居場所を見つけよ
うとする様子も見受けられた。これらの結果を踏まえ、これまでの施
策をさらに充実させていく。特に、要望の多かった校内フリースクー
ルを一層充実させ、スクールカウンセラーやソーシャルワーカーなど
と連携を強化し、安心して学べる居場所づくりに努めていく。校内フ
リースクール利用者へのアンケートでは、利用してよかったとの回答
が 9割以上であり、一定の効果があったと考える。令和６年度は、全
校に校内フリースクールを拡充し、個別対応が進められるよう支援体
制を整える。今後は、支援員や補助員の研修を充実させ、適切な運営
に努めていく。

　このほか、つくば市の防災対策、犯罪被害者などを支援すること、
行政における終活支援について質問した。

小
お の

野　泰
やすひろ

宏　議員
（公明党つくば）

　不登校児童生徒支援事業について
（質問）　中小企業振興基本条例の制定は、市内経済の発展および市民
生活の向上のため必要と考える。特に、ものづくり産業における公正
取引の確立と技術・技能の継承・育成、労働者の意見が反映される仕
組み、市が行う工事の発注・物品および役務の調達、指定管理者の選
定など、透明かつ公正に市内中小企業者の受注・参入機会の増大の観
点を踏まえて、中小企業振興基本条例の制定に向け質問・要望をしたが、
その後の取り組みと今後の進め方について伺う。

（答弁）　中小企業振興基本条例は、本条例において基本理念や方向性
を規定し、その実施計画となる産業戦略において、条例に基づく具体
的な目標や取り組みなどを定め施策に反映することにより、実効性
のある中小企業振興の推進につなげていくため、策定するものである。
条例策定に向けては、他自治体の策定状況などの調査を行い、条例内
容の検討を進めている。今後は、地域の実情に合った条例となるよう、
現在策定中の第２次つくば市産業戦略の懇話会において意見を集め
るとともに、有識者や関係団体などからヒアリングする意見を踏まえ、
令和６年度中の条例制定を目指して取り組んでいく。ヒアリング対象
については、商工会や金融機関、労働団体などを候補として考えている。
スケジュールについては、懇話会およびヒアリングを９月末までに実
施し、条例案を取りまとめ、パブリックコメントを経て、令和 6年度
末までの条例制定を予定している。
　このほか、女性活躍と誰もが自分らしく充実した人生を送るための
施策、新しい給食施設について質問した。

木
き む ら

村　清
きよたか

隆　議員
（清郷会）

　中小企業振興基本条例の制定について

（質問）　昨今の物価上昇や、各種公共料金の値上げなどが今後予定さ
れる中、2025 年度から水道料金 15％値上げ案が示されている。値上
げ幅を抑えるため、まず、資金残高 30 億円の見直しを提案する。審
議会などで改めて検討してはどうか。

（答弁）　水道料金改定については、つくば市上下水道審議会の中で、
つくば市水道事業経営戦略に基づいて審議をしている最中である。資
金残高 30億円を見直すことは、経営戦略での基本条件を変えてしま
うことになるため、現時点では難しいと考えている。

（質問）　1 人暮らしや少人数世帯など水道使用料が少ない家庭の負担
軽減のため、基本水量を下げて基本料金を見直すことを検討していた
だきたいが、いかがか。

（答弁）　基本水量については、公衆衛生向上の観点から、生活上必要
な一定程度の水の使用を促すことを目的として、基本水量を付与して
いる。近年、核家族化や１人世帯が増えてきており、１期、２カ月当
たりの使用料が 20㎥を満たさない使用者が出てきているのも事実で
ある。今後、審議会において、料金改定案のシミュレーションの中で、
基本水量の取り扱いも含めて、さまざまな条件を設定して、複数のシ
ミュレーションを実施する予定で考えている。

（要望）　値上げ幅を抑えるため、企業債残高対給水収益比率と資金残
高の再検討を要望する。
　このほか、東海第二原発、地方自治体の役割、新しい給食施設につ
いて質問した。

皆
みながわ

川　幸
ゆ き え

枝　議員
（つくば・市民ネットワーク）

　水道料金改定率 15％の見直しを！
（質問）　生活系可燃ごみに含まれる紙おむつの重量は 2019 年の調査
で約 10%。生ごみ、紙類の次に多い。今回の調査の結果によっては紙
おむつの処理など新たな施策を検討、追加する可能性があるか。

（答弁）　現在、つくば市一般廃棄物処理基本計画の改定を行っている。
今度行う分析調査によって、新たな組成の内容が判明する。その中で、
再資源化可能なものはまだ入っていると思われる。紙おむつも当然そ
の１つに入っており、新たな課題の１つとして取り組んでいかなけれ
ばならないという認識である。

（質問）　紙おむつなどのリサイクルについて市民が考えていく必要が
あると思うが、今の施策、将来の施策についての市長の考えは。

（答弁）　リサイクルについては、市民意識の変容をどうやって起こし
ていくかということがさまざまな提言として出てきている。私たちも
物の必要性をまず考え、必要なものについては極力リユースをする、
そしてリサイクルするということがベースになってくる。同時に、市
民レベルでできることはどういうことか、それを踏まえて行政として
できることがどういうことかを検証しながら、未来構想に掲げた文字
が、文字で終わらないようにしていきたいと思っている。

（要望）　紙おむつは「買わない、減らす」のが難しく、リサイクルと
いう方向に向かうよう要望する。

　このほか、視覚障害者の同行援護の拡大について質問した。

あさの えくこ　議員
（つくば・市民ネットワーク）

　紙おむつリサイクルに着手を！
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（࣭） Նͷॵ͕ਂࠁԽɺޙࠓطଘݐͷஅվम͕ॏཁɻࣨڭ
ͰྫྷதͰࣨԹ �0ΛԼճΒͣɺࢠͲͷֶशڥΛकΖ͏ͱ
֤Ͱஅվम͕ਐΊΒΕ͍ͯΔɻޫඅݮɺ$02 ഉग़ݮɺ͜Ε
ΒΛࢠͲࣗࣄͱֶͯ͠Ϳҙٛ͋ΔɻθϩΧʔϘϯγςΟද໌
ͷࢢͱͯ͠ɺࣨڭͷஅվम͕ඞཁͱ͑ߟΔ͕ɺݟղɻ
（ห）ɹ地ٿԹஆ化のӨڹで、Նの気Թが上ঢしているというのは、
議員のࢦޚఠどおりだとࢥっている。ֶびのڥとઌੜ方のಇくڥ
をえていくことは、市のとしてॏ要なことだと考えている。ͦ
の中で、子どもたちがڥに対してどう対応するか、どう行ಈすき
かを、一ਓ一ਓ考えて࣮ફできるようにし、ͦのֶびをൃ信すること
はॏ要なことだと考えており、現ࡏは、つくばスタイルՊを中৺にͦ
のようなֶशをਐめている。議員からհいただいたࣨڭஅϫーΫ
シϣοプϚニϡアルは、அ化の必要ੑ、ͦ の方法、࣮ 際のϫーΫシϣο
プについてというߏになっているが、つくばスタイルՊでஅにつ
いてֶͿ子どもたちのࢿྉとして、༗ޮな෦がଟいと考えているた
め、׆用していきたい。また、ֶߍのஅ化については、つくば市ֶ
。ըతに確࣮にਐめたいと考えているܭըの中でܭ設長ण໋化ࢪߍ

（ཁ）　Λը૾ʹ͢ΔαʔϞάϥϑΟʔҰͰΑ͘Θ͔Δͷ
Ͱɺ͜Ε͔Βͷॵ͍قઅʹɺ·ֶͣߍͰͷଌఆΛ࣮ͯ͠ࢪ΄͍͠ɻ
ͥͻண࣮ͳऔΓΈɺࢧԉΛཁ͢Δɻ

ɹこの΄か、ひとりՈఉへのࢧԉについて質問した。


ㆉ㇏㇀㇉
ଜ　

ㆪㆈ㆓
һٞ　ࢠ

（ͭ͘ɾࢢຽωοτϫʔΫ）

ಘʂ࢛ڍͷஅվमͰҰࣨڭ
（࣭） ۙ年͍ͯ͠Δ৽͍͠ެԂɺখ͞ͳࢠͲΛରͱͨ͠
༡۩Λϙπϯͱஔ͕ͨ͠ܗଟ͘ɺόεέοτΰʔϧεέʔτϘʔ
υͳͲେ͖ͳࢠͲ͕ͨͪ༡ΔެԂ͕ͳ͍ɻࢢͲ͏ଊ͍͑ͯΔ͔ɻ
（ห）ɹつくば市におけるެԂの現ঢ়としては、年ྸの子どもた
ちを対とした༡۩などがଟいにある。スέーτϘードやόス
έοτΰールの設置は、ଟ様な༡びを提ڙすることにより෯い年
ྸのੈがूうことにつながり、地Ҭにおけるଟੈަྲྀのの̍
つとなると考えられる。しかし、これらのࢪ設のඋにたっては、
૽Իや࿏上றंによりۙྡへのӨڹが՝となっている。

（࣭） όεέοτΰʔϧͷࡏݱͷઃஔঢ়گͱɺޙࠓͷઃஔ༧ఆʹͭ
ɻ͏͍ͯ
（ห）ɹ現ࡏόスέοτΰールが設置されているެԂは、ࡩೆスϙー
πެԂ、かつら͗ެԂ、おやまのެԂ、ひだまりެԂおよび৽ொެԂ
の５ެԂである。また、උ予ఆのؙל 2 ߸ۙྡެԂについても、ό
スέοτΰールの設置をݕ討している。ࡦఆしたج本ܭըに対して࣮
൱ࢍしたアンέーτにおいて、όスέοτΰールの設置についてはࢪ
྆論の意見が寄せられている。

（ཁ） ૽Իͷ͔֬ʹ͋Δ͕ɺॅ͔֗ΒΕ͍ͯΔެԂΛબ
ఆ͢ΔͳͲɺશମͷஔΛͯݟઓུతʹͯ͑ߟ΄͍͠ɻεέʔτϘʔ
υҰʹͣͤࢭېɺ૽ Իͷগͳ͍ʮϒϨΠϒϘʔυՄʯͱ͢ΔͳͲɺ
େ͖ͳࢠͲ͖͍ͨͪࢥΓ༡ΔެԂΓΛཁ͢Δɻ

খ
㆓ ㇂ ㇊ ㇄
୩��͔͞��ٞһ

（ͭ͘ɾࢢຽωοτϫʔΫ）

ಛ৭͋Δɺັྗ͋ΔެԂͮ͘ΓΛʂ

（࣭） બڍཧҕһձͰɺΦϯσϚϯυܕҠಈظ日લථʹ͍ͭ
ʮͯҰ෦ͷҬ͚ͩͰ࣮͢ࢪΔͷެฏੑΛܽ͘ɻ࣮͢ࢪΔͷͰ͋Εɺ
શࢢΛͯ͛ڍऔΓΉ͖ͩʯʮ·ͩݕ౼͖͕߲͢ࣄଟ͘ɺࠓळͷಋ
ೖظ࣌ঘૣͰʯͱ͍ͯͬݴΔɻ͜ͷ͜ͱʹ͍ͭͯࢢͷ͑ߟɻ
（ห） ６月̏日のબڍཧ委員会で৽たに市内全ҬでオンデϚンド
するためࢪする案がࣔされた。市内全Ҭで࣮ࢪ日લථを࣮ظҠಈܕ
には、改めて市内全Ҭでの࣮ূ࣮ݧなどを௨͡、自でのථを望Ή
ਓのׂ߹や՝などをཧした上で、ສ全のମ制でબڍ本൪にྟΉ
きとの意見がબڍཧ委員から出された。ޙࠓは市内全Ҭの࣮ࢪに
けた議論とূݕをਐめる。

（࣭）　ΦϯσϚϯυܕҠಈظ日લථΛ࣮ͤ͞ݱΔͨΊʹɺͦͷ
४උʹ͔͔Δ࿑ྗɾؒ࣌ɾ༧ࢉͳͲɺͱͯؒʹ߹Θͳ͍ɻΊΔܾ
அΛ͖͢ɻࢢͷ͑ߟɻ
（ห） 市民にථしたいという意ࢥがあ
ればථできるڥをԿとしてもकりたい
というࢥいで事ۀをਐめている。બڍཧ
委員会の意見を౿まえて࣮ূを行い、࣮現
をࢦしていく。ɹ

ɹこの΄か、市長のୀ৬ۚ、59 。用について質問した׆ՍԼߴ

൧
ㆂㆂㆈㆉ
Ԭ　

ㆲ㇍㇆ㆌ
೭　ٞһ

（ࣗຽౘ政ਗ਼Ϋϥϒ）

　ΦϯσϚϯυܕථͷ࣮ੑݱ
（࣭） ༡۩ͷ৽ઃɾߋ৽ʹͨͬͯͷࢢͷࢦʹ͍ͭͯ͏ɻ
（ห）ɹ༡۩の৽設および更৽については、ར用者がਅに望Ή༡۩を
બし、設置していくことがॏ要と考える。ެԂに༡۩を৽設する
߹は、۠会などの意見をجに、ެԂෑ地のঢ়گを考ྀし、༡۩のબఆ、
設置を行う。また、更৽にたっても、ઐՈによる༡۩のݕ結果
をجに更৽時ظをఆめ、ར用者の意見をฉいた上で༡۩のબఆ、設置
をܭըతに࣮ࢪする。๚れる୭もが一ॹにָしくշదにར用できるイ
ンΫルーシブ༡۩の設置もਐめている。
（࣭） ࣳੜɺͳͲͷ年ؒͷ২ҡ࣋ཧͷසͱɺԼ͕৳ͼ
Δظ࣌ʹআޙۀ࡞ 1Χ月ఔͰ 20ʙ �0 ᶲҎ্ͱͳͬͯখ͍͞ࢠ
Ͳ༡ͼʹ͘͘ͳΓɺऀྸߴา͖ʹ͘͘ͳΔͳͲͷΛฉ͘ɻͦ
ͷ࣌ͷରԠʹ͍ͭͯ͏ɻ
（ห）ɹ২の年ؒ維持ཧについては、良なެԂڥをอてるよ
う、աڈのཧ࣮をجに設ܭ書や様書によりۀ࡞のճや方法を
ఆめ、ཧۀを࣮ࢪしている。ࣳੜのཧについては、ࣳの৳び۩
߹とঢ়گを見ながら、年に̐、５ճמりࠐみを行っている。また、थ
のཧについては、ߴは年のαイΫルでႩఆを行い、はथ
छのಛੑやੜҭঢ়گを考ྀし、ຖ年מりࠐみを࣮ࢪしている。ੜҭ
やथछによってはஶしい長とൟໜが見られる߹があるため、थڥ
छ、ಛੑを考ྀし、現地を確認の上、必要に応͡て対応している。ɹ

ɹこの΄か、ྸߴࢱ事ۀにؔして、地Ҭີணܕಛผཆޢਓϗーム
とҬܕಛผཆޢਓϗームのඋঢ়گなどについて質問した。

௩
ㆤㆉ㇂ㆨ
ຊ　༸

㇈ㆄ㆘
ೋ　ٞһ

（ࣗຽౘ政ਗ਼Ϋϥϒ）

　ެԂʹ͍ͭͯ
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（࣭） ͭ͘ۀ࢈ࢢઓུͷର͕ؒظ令和 �年·Ͱͱͳ͓ͬͯΓɺ
第ࡏݱ ۀ࢈ࢢձ͕։͔Ε͍ͯΔɻ͚ͭ࠙͘ʹఆࡦઓུۀ࢈࣍2
ઓུͷ࣌ݱͰͷਐḿͷใࠂͱऴྃ࣌·Ͱͷݟ௨͠ɺ·ͨɺ͜ͷܭը
ɻ͏͍ͯͭʹʹ͓͚Δ՝ؒظ

（ห）ɹつくば市ۀ࢈ઓུのਐḿについては、ۀ࢈ઓུ会議をຖ年ఆ
の༏ઌ度を見直しなۀධՁを行い、事ݕのگతに開催し、ਐ行ঢ়ظ
がら֤事ۀにऔりんでいる。現ܭ、ࡏը５ؒظ年のうち̐年がܦա
しているが、ܭը事ۀの࣮ࢪは �1ˋとなっている΄か、̐つの
果ࢦඪについてもおおΉͶୡしている。また、ॏプϩジェΫτと
して設ఆした５つのプϩジェΫτについても、おおΉͶܭըどおりに
ਐḿをしている。一方、ܭը事ۀのうち、ਓࡐҭやए者のఆண化に
つながるऔりみなどは、いまだݕ討
ஈ階であるため、Ҿき続き࣮ࢪにけ
てऔりんでいく。また、ۀ࢈用地の
確อなど、さらなるۀا༠கにつなが
るऔりみについても継続して࣮ࢪし
ていく。

ɹこの΄か、ޙࠓのอҭध要、*$5 を׆用したڭҭについて質問した。

ࠇ
ㆎ㇍ㆠ
ా　݈

㆐㇓㆙㆐
༞��ٞһ

（ͭࣗ͘ຽౘɾੜΫϥϒ）

　ͭ͘ۀ࢈ࢢઓུʹ͍ͭͯ
（࣭）　ࢢখதֶߍͷڭࡂҭͷऔΓΈʹ͍ͭͯ͏ɻ
（ห） 市内খ中ֶߍなどのڭࡂҭについては、つくばスタイルՊ
。をల開しているۀ౷ੑをもったतܥにおいてݩ୯「ࡂ全・҆・߁݈」

（࣭）　Ἒ͕ݝਐΊ͍ͯΔϚΠɾλΠϜϥΠϯ（࣌ࡂͷݸਓͷආ
行ಈܭը）ʹ͍ͭͯͷऔΓΈঢ়͏͍ͯͭʹگɻ
（ห）　Ϛイ・タイムラインの࡞については、ൺֱతՏにۙく、
でऔりんでいる。令和̏年度はलߍ水ਁ水ఆ۠Ҭに立地するֶߑ
ๆஜٛڭҭֶߍで、令和̐年度および令和５年度はࡩ中ֶߍ、ӫ
খֶݪ܀、ߍখֶߍでͦれͧれϚイ・タイムラインを࡞した。Ϛイ・
タイムラインをࣇಐੜె自らが࡞し、ࡂ時にऔるき行ಈをཧ
することで、࣮際の水ൃੜ時にࣇಐੜెがわず行ಈできるྗの
上にࢿすると考えている。

（ཁ）　ফஂһ͕ݮগͷதɺ
Ҭྗࡂͷ্ͷͨΊʹɺ·ͣ
ٛڭҭͷதͰ͔ͬ͠Γͱࡂͷ
ࣝΛʹண͚ͯΒ͍͍ͨɻ

ɹこの΄か、市内のԎࢪ設のඋঢ়گと、Ԏࢪ設උิॿについ
て質問した。

த
ㆪㆉ㇀㇉
ଜ　ॏ

㆗㆒ㆈ
༤　ٞһ

（৽ձ）

　ڭࡂҭʹ͍ͭͯ

（࣭） ཱదਖ਼Խܭըʹ͓͚Δ࡚ܪҬͷͦͷଞͷ۠Ҭ͓Αͼ֗ࢢ
Խௐ۠Ҭͷྑ͖ະདྷ૾ʹ͍ͭͯ͏ɻ
（ห） 立地ద正化ܭըにおけるͦのଞの۠Ҭについては、࡚ܪ地Ҭ
ではߴ見ݪ市֗地が֘し、पลのूམなどをؚめた地Ҭのੜ׆機能
を༗することから、ޙࠓもͦれらの機能のڧ化を図っていく。また、
市֗化ௐ۠Ҭについては、市ܭըϚスタープランにおいてۀੜ
のอ全を図るとともに、ूམやڥ൫である地や๛かな自વجの࢈
ॅஂ地ではాԂ؍ܠとௐ和したշదなॅڥを確อするためのڥ
උをਐめる。
（࣭） ཱదਖ਼Խܭըʹ͓͍࡚ͯܪҬͰ࣮ͨ͠ࢪऔΓΈʹ͍ͭ
ɻ͏ͯ
（ห） 、設の༠கをは͡めࢪۀ庁ࣷ地への日用などを扱う࡚ܪ
シϟτルの設、ͦの࡚ܪ上のためのつくόスӺへのアΫηスٱڇ
ଞにߴ見ݪ市֗地におけるॅ民ओମの地Ҭͮくりへのࢧԉなどが͛ڍ
られる。
（࣭）　औखࢢͱͷެަڞ௨ͷҬ࿈͏͍ͯͭʹܞɻ
（ห） औ手市のコϛϡニテΟόスを࡚ܪ地۠にり入れさせること
については、現ࡏӡ行している民ؒ࿏ઢόスをิすることになり、
地Ҭॅ民にとってはརศੑ上につながるものである。り入れに
たっては、ؔする自治ମはもとより、民ؒ࿏ઢόス事ۀ者の意や
所֤ؔ、ޙࠓ、のӡస手ෆなど、ଟくの՝もあることからࠓࡢ
とௐの上、ݕ討していく。
ɹこの΄か、࡚ܪอ݈ηンターへのਐ入࿏について質問した。

ߴ
㆟ㆉㆮ
　จ

ㆵㆿㆈ
உ　ٞһ

（ͭࣗ͘ຽౘɾੜΫϥϒ）

　ཱదਖ਼Խܭըͷະདྷ૾ʹ͍ͭͯ

 ใ  ௌ 委 員
委  員  長 খଜɹ政จ 委ɹɹ員 ٷ中ɹਅࢁ

෭委員長 ٱอɹ皆࣮ 委ɹɹ員 খ୩ɹさやか

委ɹɹ員 本ɹୡٶ 委ɹɹ員 ਆ୩ɹେଂ

委ɹɹ員 ଜɹ直子 委ɹɹ員 খٱอɹ࢙و

議会ہ 議会૯՝
電ɹ02��88��1111（内ઢ 6111・611�）
'"9ɹ02��868��6��

つくば市議会の本会議と委員会はެ開されており、
୭でもௌすることができます。
議会のௌにぜひおӽしください。


ௌ
ͷ
Ҋ


ʓ ൃݴ内容表ࣔデΟスプϨイを
ɹ ௌ席の右ଆલ方に設置しています。

ʓ 手௨༁・要ච記をごر望の方は
ɹ ௌ予ఆ日の̓日લまでに議会ہへ
ɹ おਃしࠐみください。

ௌͷ͝Ҋ

ௌについてのご૬ஊは議会ہにご࿈བྷください。

ʓ 本会議（ఆྫ会議・緊急会議）の開催時ؒはੜ中
ɹ 継をごཡいただけます。

ʓ 本会議や委員会などの、֤開催日の̏日ٳ）ޙ日
をআく）Ҏ߱からըө૾をࢹௌすることができま
す。

ٞձதܧ
ը৴

৴ϖʔδ
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ừ
ٞ
Ҋ
ୈ
̐
߸
Ử
ྩ

̒


ͭ
͘


ࢢ
Ұ
ൠ
ձ
ܭ
ิ
ਖ਼
༧
ࢉ
ớ
ୈ
̎
߸
Ờ

        

૯

අ

ࢢ

ɾ
ࢢ
ٞ
ձ
ٞ
һ

બ
ڍ
ʹ
ཁ
͢
Δ
ܦ
අ
ʹ
ؔ
͠
ỏ
Ҡ
ಈ

ࠔ

ऀ
λ
Ϋ
γ
ồ
ӡ

ॿ

ͷ
ର


ऀ
ỏ
֓
ཁ
͓
Α
ͼ
հ
ޢ
λ
Ϋ
γ
ồ
ͷ

༧

ͷ
Մ
൱
ʹ
ͭ
͍
ͯ

　
　
　

対
象
者
の
ཁ
݅
は
、
ط
ଘ
の

高
齢
者
タ
ク
シ
ー
運

助
成
、
ো
害

者
タ
ク
シ
ー
運

助
成
お
よ
び
ॏ
度

ো
害
者
*
$
カ
ー
ド

車
݊
運

助

成
と
ಉ
༷
と
し
て
い
る
が
、
オ
ン
σ

マ
ン
ド
型
移
動
期
日
લ

ථ
の
対
象

者
と
Ұ
部
ॏ
ෳ
す
る
部
分
は
あ
る
。

対
象
者

は

̐
̌
̌
̌
人
を
見
ࠐ

ん
で
い
て
、
タ
ク
シ
ー
݊
は
ν
ケ
ッ

ト
制
で
Ұ
੪
ૹ
付
を
考
え
て
い
る
。

介
ޢ
タ
ク
シ
ー
の
༧

に
つ
い
て
は
、

今
後

ࢱ
部
と
も
連
ܞ
し
な
が
ら
協

ٞ
を
進
め
て
い
く
。

ừ
ٞ
Ҋ
ୈ
̕
߸
Ử
ͭ
͘

ࢢ


ͷ
څ

ྉ
ͷ
ಛ
ྫ
ʹ
ؔ
͢
Δ

ྫ
ʹ
ͭ
͍
ͯ

　
　
　

  

˝
৹
ࠪ
݁
Ռ
ử
Մ
ܾ
͢

͖

ɹ
ɹ
ɹ
ͭ
͘

ࢢ

͓
Α
ͼ
෭
ࢢ


ͷ
څ
ྉ
ͷ
ݮ
څ
Λ
̎
Χ
݄
ͱ
̍
Χ
݄

ʹ
͠
ͨ
ࠜ
ڌ
ʹ
ͭ
͍
ͯ

༧
定
し
て
い
る
。
Τ
Ϩ
ベ
ー
タ
ー
に

つ
い
て
は
、

法
の
ݕ
౼
な
ど
を
行
っ

た
が
、
༧
ࢉ
と

事
ス
ケ
δ
ュ
ー
ル

に
大
き
な
Ө
ڹ
が
出
る
た
め
、
今
回

の

事
で
は
設
置
を
見
ૹ
る
こ
と
と

し
た
。
վ
म
後
の
施
設
の
利
用
ঢ়
گ

を
確
認
し
な
が
ら
、
今
後
ݕ
౼
を
進

め
た
い
。
上
ਫ
ಓ
加
入
金
が
計
上
さ

れ
て
い
る
理
༝
に
つ
い
て
は
、
現
ࡏ

の
څ
ਫ
方
ࣜ
は
受
ਫ
૧
方
ࣜ
を
࠾
用

し
て
い
る
が
、
今
回
の
վ
म

事
を

ػ
に
受
ਫ
૧
に
お
け
る
Ӵ
生

題
を

解
消
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
ਫ
ಓ

口
ܘ
を
2�
ἄ
ἇ
か
ら
�0
ἄ
ἇ
に
૿
ܘ

し
て
、

結
څ
ਫ
方
ࣜ
に
変
ߋ
す
る

こ
と
を
考
え
て
い
る
。
ͦ
の
た
め
の

૿
ܘ
に

う
ࠩ
ֹ
分
を
計
上
し
て
い

る
。

ừ
ٞ
Ҋ
ୈ
18
߸
Ử
ࡒ
࢈
ͷ
औ
ಘ
ʹ
ͭ

͍
ͯ

　
　
　

  

˝
৹
ࠪ
݁
Ռ
ử
Մ
ܾ
͢

͖

ɹ
ɹ
ɹ
ߴ
ػ

ফ

ࢦ
ྩ
η
ϯ
λ
ồ

γ
ε
ς
Ϝ
ͷ
ߋ
৽
ỏ
ଟ
ݴ
ޠ
ί
ồ
ϧ

γ
ε
ς
Ϝ
ͱ
ௌ
֮
ো

ऀ
ʹ
ର
Ԡ
͠

ͨ
γ
ε
ς
Ϝ
ͷ
内
容
ʹ
ͭ
͍
ͯ

　
　
　

高
ػ

消
防
指
令
セ
ン
タ
ー

シ
ス
テ
Ϝ
の
ߋ
৽
に
つ
い
て
は
、
લ

回
は
平
成
26
年
度
に
ߋ
৽
を
行
い
、

全
体
ߋ
৽
は
10
年
に
Ұ
度
、
部
分
ߋ

৽
は
５
年
に
Ұ
度
と
な
っ
て
い
る
。

ௌ
֮
ো
害
者
用
の
コ
ー
ル
シ
ス
テ
Ϝ

と
し
て
は
、
/
&
5
̍
̍
̕
と
い
う

ν
Ỿ
ッ
ト
形
ࣜ
で
௨
報
が
Մ

な
シ

ɹ
ɹ
ɹ
վ
ਖ਼
ʹ

͏
ࢢ
内
ͷ
Ո
ఉ
త

อ
ҭ
ࣄ
ۀ
ऀ

ͷ
Ө
ڹ
ʹ
ͭ
͍
ͯ

　
　
　

ࠃ
の
法
令
վ
ਖ਼
に
基
づ
く
վ

ਖ਼
で
あ
り
、
当
分
の
間
は
経
ա
ા
置

期
間
と
し
て
県
と
市
が
指
ಋ
す
る
こ

と
と
さ
れ
、

ࠪ
な
ど
で
相
ஊ
し
な

が
ら
อ
育
࢜
ෆ

な
ど
に
つ
い
て
ݕ

౼
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
、
േ

ଇ
と
い
っ
た
も
の
が
あ
る
わ
け
で
は

な
い
。
ま
た
、
ຬ
３
ࡀ
ࣇ
Ҏ
上
を
対

象
と
し
た
վ
ਖ਼
内
༰
で
あ
り
、
現
ࡏ
、

市
内
の
2�
小
ن

อ
育
事
業
所
は
̌

～
２
ࡀ
ࣇ
の
み
を
༬
か
っ
て
い
る
た

め
、


的
な
Ө
ڹ
は
な
い
。

ừ
ٞ
Ҋ
ୈ
̐
߸
Ử
ྩ

̒


ͭ
͘


ࢢ
Ұ
ൠ
ձ
ܭ
ิ
ਖ਼
༧
ࢉ
ớ
ୈ
̎
߸
Ờ

ɹ
ɹ
ɹ

ຽ
ੜ
අ


Ҭ
ަ
ྲྀ
η
ϯ

λ
ồ
ҡ
࣋

ཧ
ʹ
ཁ
͢
Δ
ܦ
අ
ʹ
ؔ

͠
ỏ	
Ծ
শ


ܪ
࡚
ί
ϛ
ỿ
χ
ς
ỹ
ࢪ

ઃ

උ

ࣄ
վ
म
ͷ
ε
έ
δ
ỿ
ồ
ϧ
ỏ


Ҭ
͔
Β
ཁ

ͷ
͋
ỳ
ͨ
Τ
Ϩ
ϕ
ồ

λ
ồ
ͷ
ઃ
ஔ
ỏ
্
ਫ
ಓ
Ճ
ೖ
ۚ
͕
ܭ

্
͞
Ε
ͯ
͍
Δ
ཧ
༝
ʹ
ͭ
͍
ͯ

　
　
　

վ
म
の
ス
ケ
δ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て
は
、
令
和
̓
年
度
中
に
供
用
を

開
始
す
る
た
め
、
今
回
の
６
月
補
ਖ਼

༧
ࢉ
に
計
上
し
た
。
入
ࡳ
な
ど
を
経

て
、
̕
月
定
ྫ
ձ
ٞ
で
վ
म

事
ܖ


の
క
結
に
関
す
る
ٞ
Ҋ
を
提
出
し

て
、
10
月
に
ܖ

を
క
結
し
、
վ
म


事
に
ண
手
す
る
༧
定
で
あ
る
。


事
期
間
は
10
カ
月
ఔ
度
を
見
ࠐ
ん
で

お
り
、

成
は
令
和
̓
年
̕
月
ࠒ
を

　
　
　

令
和
２
年
に
य़
日
部
市
で
ಉ

༷
の
手
当
未

い
の

題
が
あ
り
、

市

が
10
ˋ
減
څ
を
２
カ
月
、
෭
市


が
10
ˋ
減
څ
を
̍
カ
月
と
し
た
事

ྫ
な
ど
を
参
考
に
し
た
。

ừ
ٞ
Ҋ
ୈ
̐
߸
Ử
ྩ

̒


ͭ
͘


ࢢ
Ұ
ൠ
ձ
ܭ
ิ
ਖ਼
༧
ࢉ
ớ
ୈ
̎
߸
Ờ

ɹ
ɹ
ɹ

Ӵ
ੜ
අ

༧


छ
ʹ
ཁ
͢

Δ
ܦ
අ
ʹ
ؔ
͠
ỏ
ิ
ਖ਼
༧
ࢉ
Ͱ
ͷ
ܭ

্
ͱ
ͳ
ỳ
ͨ
ܦ
Ң
ỏ
ఆ
期

छ
ͷ
ର


ऀ
͓
Α
ͼ

छ
ճ

ỏ
ྩ

̑



ͷ

छ
ঢ়
گ
ʹ
ͭ
͍
ͯ

　
　
　

当
初
༧
ࢉ
計
上
時
に
は
ࠃ
の

方

が
定
ま
っ
て
お
ら
ず
、
３
月
に

金
ֹ
の
提
示
が
あ
っ
た
た
め
補
ਖ਼
༧

ࢉ
で
の
計
上
に
な
っ
た
。
対
象
者
は

6�
ࡀ
Ҏ
上
の
方
ま
た
は
60
ࡀ
か
ら
6�

ࡀ
の
ް
生
࿑
ಇ
ল
が
定
め
る
所
定
の

ো
害
を
有
す
る
方
で
あ
り
、
10
月
か

ら
1
月
�1
日
ま
で
の
間
に
1
回
の


छ
を
༧
定
し
て
い
る
。

छ
回

ご

と
の

छ
率
は
、
ࡢ
年
度
ま
で
の
ྦྷ

計
で
1
回
目
が
��
・
３
ˋ
、
2
回
目

が
��
・
２
ˋ
、
�
回
目
が
��
・
̐
ˋ
、

�
回
目
が
86
・
̔
ˋ
、
�
回
目
が
��
・

３
ˋ
、
6
回
目
が
�8
・
̓
ˋ
、
�
回

目
が
��
・
３
ˋ
で
あ
る
。

ừ
ٞ
Ҋ
ୈ
８
߸
Ử
ͭ
͘

ࢢ
Ո
ఉ
త

อ
ҭ
ࣄ
ۀ

ͷ
ઃ
උ
ٴ
ͼ
ӡ
Ӧ
ʹ
ؔ

͢
Δ
ج
४
Λ
ఆ
Ί
Δ

ྫ
ͷ
Ұ
෦
Λ

վ
ਖ਼
͢
Δ

ྫ
ʹ
ͭ
͍
ͯ

　
　
　

  

˝
৹
ࠪ
݁
Ռ
ử
Մ
ܾ
͢

͖


ࢢ
ݐ
ઃ

Պ
ձ

ス
テ
Ϝ
が
あ
る
。
௨
報
者
は
ス
マ
ー

ト
フ
Ỽ
ン
や
タ
ブ
Ϩ
ッ
ト
な
ど
を


い
、
࢘
令
部
は
パ
ι
コ
ン
を

っ
て

ձ

を
し
て
い
る
。
利
用
者
は
あ
ら

か
͡
め
消
防
本
部
で
の
ొ

が
ඞ
ཁ

で
、
令
和
５
年
度
の
ొ

者

は
8�

人
と
な
っ
て
い
る
。

ừ
ٞ
Ҋ
ୈ
̐
߸
Ử
ྩ

̒


ͭ
͘


ࢢ
Ұ
ൠ
ձ
ܭ
ิ
ਖ਼
༧
ࢉ
ớ
ୈ
̎
߸
Ờ

ɹ
ɹ
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අ
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ର
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ʹ

ཁ
͢
Δ
ܦ
අ
ʹ
ؔ
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ཱྀ
٬
ӡ
ૹ
࣮
ূ
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ݧ
ҕ
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ͷ
内
容
ʹ

ͭ
͍
ͯ

　
　
　

ಓ
路
運
ૹ
法
に
基
づ
い
て
自

࣏
体
や
/
1
0
法
人
な
ど
が
主
体
と

な
り
、
े
分
な
移
動
や
サ
ー
ビ
ス
が

提
供
さ
れ
な
い
交
௨
ۭ
ന
地
域
を
設

定
し
て
、
地
域
住
民
や
観
ޫ
٬
な
ど

の
移
動
手
段
を
確
อ
す
る
た
め
、
Ұ
छ

免
許
を
持
っ
て
い
る
ド
ラ
イ
バ
ー
が

自
Ո
用
車
を
用
い
て
有
ঈ
で
運
ૹ
す

る
仕
組
み
を
構
築
す
る
も
の
で
あ
る
。

ừ

ئ
̒
ୈ
１
߸
Ử
ݚ
ڀ
ֶ
Ԃ
Ӻ
લ

ʹ
͓
͚
Δ
ற
ं
場

උ
ʹ
ର
͢
Δ
容

ੵ

؇

ʹ
ؔ
͢
Δ

ئ
ॻ

　
　
　

  

˝
৹
ࠪ
݁
Ռ
ử
࠾

͢

͖

　
　
　
　
　

Ӻ
લ
の
計
画
的
な
開
発

が
市
に
よ
っ
て
ઌ
ಋ
さ
れ
な
か
っ
た

の
は
市
に


が
あ
り
、
今
日
で
も
、

ݚ
ڀ
学
園
Ӻ
લ
ற
車
場
の
利
用
率
は


ର
౼


ࢍ
成
౼


ࢢ
ຽ
ܦ
ࡁ

Պ
ձ

ݶ
ք
に
ۙ
く
、
今
後
Ӻ
લ

業
地
域

で
ݐ
設
が
始
ま
れ
ば
、
ற
車
場
の
ઈ

対

は
ٸ
ܹ
に
減
少
す
る
こ
と
に
な

り
、
つ
く
ば
市
民
全
体
の
利
ӹ
に
関

わ
る
こ
と
か
ら
、
本

ئ
に
ࢍ
成
す

る
。

ừ
ٞ
Ҋ
ୈ
̑
߸
Ử
ྩ

̒


ͭ
͘


ࢢ
ࠃ
ຽ
݈
߁
อ
ݥ
ಛ
ผ
ձ
ܭ
ิ
ਖ਼

༧
ࢉ
ớ
ୈ
̍
߸
Ờ

　
　
　

  

˝
৹
ࠪ
݁
Ռ
ử
Մ
ܾ
͢

͖

　
　
　
　
　

こ
の
補
ਖ਼
༧
ࢉ
は
、
マ

イ
φ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
อ
持
し
て
い

な
い
、
ま
た
は
、
อ
ݥ
証
の
利
用
ొ


を
し
て
い
な
い
場
合
に
、
ै
来
の

อ
ݥ
証
に

え
て
資
֨
確
認
書
を
発

行
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
Ϝ
վ
म
අ
用

だ
が
、
市
内
の
อ
ݥ
証
と
し
て
の
マ

イ
φ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
用
率
は


い
。
ま
た
、
今
後
は
マ
イ
φ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
と
อ
ݥ
証
な
ど
を
ඥ
付
け
し

て
い
な
い
人
に
は
資
֨
確
認
書
を
、

ඥ
付
け
し
て
い
る
人
に
は
資
֨
情
報

の
お

ら
せ
を
ૹ
る
こ
と
に
な
り
、

現
ࡏ
の
ඃ
อ
ݥ
者
証
の
み
を
ૹ
る
場

合
と
ൺ

て
手
間
が
૿
え
る
。
取
得

が

意
で
あ
る
マ
イ
φ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
と
、
全
ࠃ
民
が
加
入
す
る
健
康
อ

ݥ
制
度
を
Ұ
体
化
す
る
こ
と
に
は
強

く
ٙ

を
持
っ
て
い
る
た
め
、
事
実

上
の
強
制
を
推
し
進
め
る
シ
ス
テ
Ϝ

վ
म
の
た
め
の
༧
ࢉ
に
は

対
す
る
。


ࢱ
อ
݈
ҕ
һ
ձ


ࢢ
ݐ
ઃ
ҕ
һ
ձ

ࢢ
ຽ
ܦ
ࡁ
ҕ
һ
ձ

࣭
ٙ


ห

༧
ࢉ
ܾ
ࢉ
ҕ
һ
ձ

࣭
ٙ

ҕ
һ
ձ
৹
ࠪ

૯

จ
ڭ

Պ
ձ

࣭
ٙ


ห

૯

จ
ڭ
ҕ
һ
ձ


ࢱ
อ
݈

Պ
ձ

࣭
ٙ

࣭
ٙ


ห


ห

࣭
ٙ


ห


ห

࣭
ٙ


ห

議案など
詳細
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第 182号　令和６年（2024年）８月１日 ٞҊ৹ٞɾࢍ൱Ұཡ
ừ
ٞ
Ҋ
ୈ
̑
߸
Ử
ྩ

̒


ͭ
͘


ࢢ
ࠃ
ຽ
݈
߁
อ
ݥ
ಛ
ผ
ձ
ܭ
ิ
ਖ਼

༧
ࢉ
ớ
ୈ
̍
߸
Ờ

ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ

��

ݪ
Ҋ
Մ
ܾ

ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ

こ
の
ٞ
Ҋ
は
、
令
和
６

年
12
月
２
日
Ҏ
߱
の
ࠃ
民
健
康
อ
ݥ

৽
ن
ඃ
อ
ݥ
者
が
、
マ
イ
φ
อ
ݥ
証

を
อ
有
し
て
い
な
い
場
合
に
、
ै
来

の
อ
ݥ
証
に

え
て
資
֨
確
認
書
を

発
行
す
る
シ
ス
テ
Ϝ
変
ߋ
を
行
う
補

ਖ਼
༧
ࢉ
で
あ
る
。
市
内
の
ࠃ
民
健
康

อ
ݥ
ඃ
อ
ݥ
者
の
う
ち
、
マ
イ
φ
อ

ݥ
証
の
อ
有
者
は
６
ׂ
未
ຬ
、
実
際

の

用
者
は
̍
ׂ
Ҏ
Լ
で
あ
る
。
令

和
̓
年
̓
月
Ҏ
߱
、
マ
イ
φ
อ
ݥ
証

の
未
อ
有
者
に
は
資
֨
確
認
書
を
、

อ
有
者
に
は
資
֨
情
報
が
ૹ
付
さ
れ

る
。
現
ࡏ
は
全
員
に
ඃ
อ
ݥ
者
証
を

ૹ
付
し
て
お
り
、
今
後
は
ૹ
付

が

２
छ
ྨ
に
な
り
手
間
が
૿
え
る
΄
か
、

ޡ
ഁ
غ
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
も
心

さ

れ
る
。
現
ࡏ
の
利
用
率
の

さ
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
Ϧ
ス
ク
か
ら
未
ొ

ま

た
は
ొ

後
も
ෆ

用
の
市
民
の
多

さ
を
示
し
て
い
る
。
マ
イ
φ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
取
得
は

意
だ
が
、
健
康

อ
ݥ
は
全
ࠃ
民
加
入
の
制
度
で
あ
り
、

ͦ
れ
ら
を
Ұ
体
化
し
て
事
実
上
の
強

制
を
推
し
進
め
る
今
回
の
シ
ス
テ
Ϝ

վ
म
に

対
す
る
。

　
　
　
　
　

こ
の
シ
ス
テ
Ϝ
վ
म
の

主
な
内
༰
は
、
マ
イ
φ
อ
ݥ
証
を
อ

有
し
て
い
な
い
方
に
対
し
、
現
行
の

ݚ
ڀ
学
園
地
۠
セ
ン
タ
ー
協
ٞ
ձ
や

有
ࣝ
者
と
協
ٞ
の
上
、

ྫ
化
に


け
取
り
組
む
こ
と
を
強
く
ཁ
望
す

る
。
ಉ
時
に
、
ݚ
ڀ
学
園
Ӻ
લ
の
市

営
ற
車
場
の
ࡏ
り
方
に
つ
い
て
も
協

ٞ
を
お
ئ
し
た
い
。
ま
た
、
Τ
Ϧ
ア

内
の
ݻ
定
資
産
੫
ධ
Ձ
ֹ
が
上
が
る

と
い
っ
た
ݒ
೦
に
対
し
て
は
、

ئ

内
༰
に
お
い
て
は
、
ݚ
ڀ
学
園
Ӻ
લ


業
施
設
Τ
Ϧ
ア
に
公
共
利
用
Մ


な
ற
車
場
を
設
置
す
る
༰
積
率
؇
和

の
対
象
事
業
者
の
み
課
せ
ら
れ
る
も

の
で
、
ط
ଘ
の
事
業
者
の
ݻ
定
資
産

੫
は
ਾ
置
き
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

加
え
て
、
ط
ଘ
の
ݐ
築

所
有
者
に

対
し
て
は
ෆ
利
ӹ
な

ྫ
制
定
に
な

る
と
い
う
考
え
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
人
口
૿
加
や

業
施
設
と
し

て
の
人
口
流
入
が
ٸ
૿
す
る
Τ
Ϧ
ア

で
も
あ
る
こ
と
を
ؑ
み
、
こ
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
༰
積
率
؇
和
を
行
う
こ
と

が
ଥ
当
と
考
え
る
。
将
来
的
に
Ӻ
લ

࠶
開
発
が
な
さ
れ
る
際
、
༰
積
率
؇

和
を
取
り
入
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
が
、
こ
の
ま
ま
、
現
ࡏ
の
ற
車
場

主
が

業
地
域
と
し
て
ற
車
場
が
付

ਵ
し
な
い
ݐ

ݐ
築
を
続
け
れ
ば
、

ற
車
場
の
ध
ཁ
が
૿
加
し
な
が
ら
も
、

供
څ
が
減
少
す
る
こ
と
は
ඞ
ࢸ
で
あ

る
。
今
後
、
ݚ
ڀ
学
園
Ӻ
લ

業
Τ

Ϧ
ア
が
つ
く
ば
市
の
إ
と
し
て
に
͗

わ
い
の
創
出
、
個
性
的
で
ັ
力
あ
る


業
地
域
で
あ
り
続
け
る
た
め
ࢍ
成

す
る
。


マ
ン
シ
ョ
ン
を
ݐ
設
し
、
現
ࡏ
の

よ
う
に
公
共
施
設
が
ෆ

す
る

題

が
࠶
೩
す
る
Մ

性
が
े
分
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
ঢ়
گ
を
܁
り
ฦ
さ
な
い

た
め
に
も
༰
積
率
を
؇
和
す

き
で

は
な
い
と
考
え
る
。
΄
か
に
市
の
対

応
策
も
あ
る
と
考
え
る
が
、
ͦ
れ
ら

の
ݕ
౼
も
े
分
さ
れ
て
い
な
い
ঢ়
گ

で
あ
る
。
現
段
階
で
で
き
る
あ
ら
Ώ

る
策
を
ݕ
౼
し
対
策
を
ߨ
͡
て
い
く

ඞ
ཁ
が
あ
る
と
考
え

対
す
る
。

　
　
　
　
　
　

本

ئ
は
、
ݚ
ڀ
学

園
Ӻ
લ
Τ
Ϧ
ア
の
ற
車
場
ෆ

を
ど

う
解
消
で
き
る
か
と
い
う
内
༰
で
、


介
ٞ
員
の
事
લ
ௐ
ࠪ
で
は
、
ற
車

場
ෆ

が
ݪ
Ҽ
で
、
民
間
の

業
施

設
ற
車
場
に
ແ
அ
ற
車
を
す
る
方
と

店
ฮ
と
の
間
で
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ

ル
が
ى
き
て
い
る
こ
と
が
ු
き
ூ
り

に
な
っ
た
。
ま
た
、
ற
車
場
ෆ

に

よ
る
路
上
ற
車
の
ݒ
೦
も
あ
り
、
ۓ

ٸ
車
両
の
௨
行
や
地
域
住
民

の
Ө

ڹ
が
ݒ
೦
さ
れ
る
。
ݚ
ڀ
学
園
Ӻ
લ

ற
車
場
の
༰
積
が
ݶ
ք
に
ۙ
い
ঢ়
گ

を
目
の
当
た
り
に
し
、
行
政
に
お
い

て
ਝ

な
対
応
が
ඞ
ཁ
と
考
え
る
。


ئ
に
あ
る
༰
積
率
؇
和
の
考
え
方

と
し
て
は
、
現
ࡏ
、
主
に
平
置
き
ற

車
場
を
運
営
し
て
い
る
地
ݖ
者
が
、

ݐ

の
ݐ
築
や
ݐ
て
ସ
え
を
す
る
際
、

公
共
利
用
Մ

な
ற
車
場
を
設
置
す

る
場
合
に
お
い
て
༰
積
率
؇
和
を
行

う
と
い
う
こ
と
で
、
ற
車
場
の
減
少

に
ࣃ
ࢭ
め
を
か
け
て

業
施
設
Τ
Ϧ

ア
の
発
展
を
્
害
し
な
い
た
め
に
も
、


ち
に
現
ঢ়
を
ௐ
ࠪ
し
、
担
当
部
ہ
、


ئ
者
で
も
あ
る
ݚ
ڀ
学
園

店
ձ
、

ඃ
อ
ݥ
者
証
に

わ
る
資
֨
確
認
書

を
発
行
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
で

あ
り
、
資
֨
確
認
書
を

用
す
る
こ

と
で
Ҿ
き
続
き
安
心
し
て
ҩ
ྍ
が
受

け
ら
れ
る
た
め
の
処
置
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
本
補
ਖ਼
༧
ࢉ
Ҋ
に
ࢍ
成
す
る
。

ừ

ئ
̒
ୈ
̍
߸
Ử
ݚ
ڀ
ֶ
Ԃ
Ӻ
લ

ʹ
͓
͚
Δ
ற
ं
場

උ
ʹ
ର
͢
Δ
容

ੵ

؇

ʹ
ؔ
͢
Δ

ئ
ॻ

ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ

��

࠾


　
　
　
　
　
　

ݚ
ڀ
学
園
Ӻ
લ
の
ற

車
場

が
ෆ

し
て
い
る
こ
と
は
理

解
で
き
る
が
、
༰
積
率
を
؇
和
す
る

こ
と
に
は
ࢍ
ಉ
し
か
Ͷ
る
。
市
が
ま

ち
づ
く
り
を
計
画
的
に
進
め
て
こ
な

か
っ
た
た
め
に
マ
ン
シ
ョ
ン
や
住


が
Ұ
ؾ
に
ݐ
設
さ
れ
て
、
学
ߍ
や
ࣇ

ಐ
ク
ラ
ブ
な
ど
が

ら
な
く
な
り
、

多
く
の

題
を
Ҿ
き
ى
こ
し
て
い
る
。

ݚ
ڀ
学
園
Ӻ
લ
で
は
、
̩
̭
開
௨
当

初
は
౷
Ұ
さ
れ
た
街
ฒ
み
を
形
成
す

る
た
め
、
市
と

業
施
設
関

者
で

取
り
決
め
を
行
い
計
画
的
に
進
め
て

き
た
よ
う
だ
が
、
े

年
も
の
時
が

た
ち
、
ͦ
の
取
り
決
め
も
ᐆ
ດ
に
な

り
、
当
時
の
市
担
当
課
も
な
く
な
り
、

౷
Ұ
さ
れ
た
街
ฒ
み
が
่
れ
て
き
て

い
る

も
ฉ
い
た
。
地
ݖ
者
の

ସ

わ
り
で
、
現
地
ݖ
者
と
考
え
方
も
変

化
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
い
ず
れ

は

ସ
わ
り
し
た
地
ݖ
者
が

地
を

売
却
し
、
Ӻ
લ
の

地
が
マ
ン
シ
ョ

ン
事
業
者
な
ど
の
手
に

る
Մ

性

も
े
分
あ
る
。
༰
積
率
を
؇
和
し
て

し
ま
え
ば
、
マ
ン
シ
ョ
ン
業
者
が
高

ٞ
Ҋ

৹
ٞ


ର
౼



ର
౼


ࢍ

౼


ࢍ

౼


議Ҋ൪号

ͭࣗ͘ຽౘɾੜΫϥϒ ࣗຽౘਗ਼Ϋϥϒ ͭ͘ɾ
ຽωοτϫーΫࢢ

公໌ౘ
ͭ͘

日ຊ࢈ڞౘ
ͭ͘ࢢ議ஂ ͭ  ਗ਼ ࢁ ࣾ

খ
ଜ


จ

ߴ


จ
உ


௩

ढ़


ࠇ
ా

݈
༞

ਆ
୩

େ
ଂ

খ
ٱ
อ

و
࢙

ޒ
಄

ହ


議


ٱ
อ
୩




ٶ
ຊ

ୡ



ଜ

म
ण

௩
ຊ

༸
ೋ

൧
Ԭ


೭

ླ



࢜
༤


ଜ


ࢠ

͋
͞
の

͑
͘
͜

খ

୩

͞

͔

օ



ࢬ


த

উ
ඒ

খ


ହ


ࢁ
த

ਅ
ٷ

ڮ
ຊ

Ղ
ࢠ


ٱ
อ

օ
࣮

த
ଜ

ॏ
༤


ଜ

ਗ਼
ོ

Ԙ
ా

ঘ

ۚ
ࢠ

和
༤

議Ҋ第̑号 ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʵ 欠 ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʷ ʷ ʷ ʷ ˓ ˓ ʷ ʷ ˓ ˓ ˓ ˓ ʷ

議Ҋ第 10号 ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʵ 欠 ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʷ ʷ ʷ ʷ ˓ ˓ ʷ ʷ ˓ ˓ ˓ ˓ ʷ

議Ҋ第 23号 ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʵ 欠 ˓ ˓ ˓ আ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓

請願６第̍号 ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʵ 欠 ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʷ ʷ ʷ ʷ ˓ ˓ ʷ ʷ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓

意見書Ҋ第̎号 ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʵ 欠 ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʷ ʷ ʷ ʷ ˓ ˓ ʷ ʷ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓

ɹ ˞「˓」はࢍ、「ʷ」は対、「ୀ」はୀ席、「欠」は欠席、「আ」はআੱ。議長は可൱ಉの߹またはಛผଟ議決の߹Ҏ֎は表決に加わらない。
ɹ ˞   会໊（議席൪߸ॱ）ɹつʹつくばνェンジνϟϨンジɹʹ৽会ɹਗ਼ʹਗ਼ڷ会ɹࢁʹࢁ中ീࡦの会ɹࣾʹ৽ࣾ会ౘつくば
ɹ ˞   議決日に欠席した議員ɹ６月 6 日ɿٱอ୩  議員ɹ６月 18 日ɿখଜ 政จ 議員ɹٱอ୩  議員ɹ６月 28 日ɿٱอ୩  議員

令和６年第１ճఆྫձ６月ఆྫձٞٞһࢍ൱Ұཡ（ٞҊͳͲʹରͯ͠ࢍ൱ͷ͔ΕͨͷΛɺٞһ͔Βͷਃ͠ग़ʹࡌܝ͖ͮج）
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第 182号　令和６年（2024年）８月１日ܾٞ݁Ռ

Ҋɹ݅ɹ໊ 議ܾ݁Ռ

ʲ議案ୈ 1� ߸ ɹr࢈ࡒのऔಘについて ҊՄܾݪ

ʲ議案ୈ 16 ߸ ɹr࢈ࡒのऔಘについて ҊՄܾݪ

ʲ議案ୈ 1� ߸ ɹr࢈ࡒのऔಘについて ҊՄܾݪ

ʲ議案ୈ 18 ߸ ɹr࢈ࡒのऔಘについて ҊՄܾݪ

ʲ議案ୈ 1� ߸ ɹr࡞Ԭ۠࢈ࡒཧ委員のબについて ಉ意

ʲ議案ୈ 20 ߸ ɹr࡞Ԭ۠࢈ࡒཧ委員のબについて ಉ意

ʲ議案ୈ 21 ߸ ɹr࡞Ԭ۠࢈ࡒཧ委員のબについて ಉ意

ʲ議案ୈ 22 ߸ ɹr࡞Ԭ۠࢈ࡒཧ委員のબについて ಉ意

ʲ議案ୈ 2� ߸ ɹr事請ෛܖのక結について ҊՄܾݪ

ʲ議案ୈ 2� ߸ ɹr事請ෛܖのక結について ҊՄܾݪ

ʲ議案ୈ 2� ߸ ɹr事請ෛܖのక結について ҊՄܾݪ

ʲ議案ୈ 26 ߸ ɹr事請ෛܖのక結について ҊՄܾݪ

ҕɹһɹ会ɹఏɹग़ɹ議ɹҊ 議ܾ݁Ռ

ʲ委ୈ 1 ߸議案 ɹrつくば市議会会議نଇの一෦を改正するنଇについて ҊՄܾݪ

ʲ委ୈ 2 ߸議案 ɹrつくば市議会委員会ྫの一෦を改正するྫについて ҊՄܾݪ

ʲ委ୈ � ߸議案 ɹrつくば市議会請願ྫの一෦を改正するྫについて ҊՄܾݪ

請ɹɹɹ願ɹ 議ܾ݁Ռ

ʲ請願６ୈ̍߸ ɹrֶڀݚԂӺલにおけるறंඋに対する容ੵ؇和に
ɹɹɹɹɹɹɹɹؔする請願書

ɹ࠾

ʲ請願６ୈ̎߸ ɹrબެڍใの֤ށ配とࢴ໘֦େのお願いにؔする請願書 ɹ࠾

意ɹ見ɹ書ɹ 議ܾ݁Ռ

ʲ意見書案ୈ̍߸ ɹrオンライン本会議を可能とするための法改正を
ɹɹɹɹɹɹɹɹɹ求める意見書

ҊՄܾݪ

ʲ意見書案ୈ̎߸ ɹrްੜ年ۚへの地方議会議員の加入を求める意見書 ҊՄܾݪ

ใɹࠂɹҊɹ݅

ʲใࠂୈ 10 ߸ ɹr令和５年度つくば市一般会ܭ予算継続අ܁ӽܭ算書について

【報告第 11号】　令和５年度つくば市一般会計予算繰越明許費繰越計算書について

ʲใࠂୈ 12 ߸ ɹr令和５年度つくば市水ಓ事ۀ会ܭ予算܁ӽܭ算書及び令和５年度
ɹɹɹɹɹɹɹつくば市水ಓ事ۀ会ܭ継続අ܁ӽܭ算書について

ʲใࠂୈ 1� ߸ ɹr令和５年度つくば市Լ水ಓ事ۀ会ܭ予算܁ӽܭ算書及び令和５年度
ɹɹɹɹɹɹɹつくば市Լ水ಓ事ۀ会ܭ継続අ܁ӽܭ算書について

ʲใࠂୈ 1� ߸ ɹrつくば市地開ൃެࣾのܦӦঢ়گをઆ໌する書ྨについて

ʲใࠂୈ 1� ߸ ɹrઐ決ॲ事߲のใࠂについて

ʲใࠂୈ 16 ߸ ɹrઐ決ॲ事߲のใࠂについて

ʲใࠂୈ 1� ߸ ɹrઐ決ॲ事߲のใࠂについて

ʲใࠂୈ 18 ߸ ɹrઐ決ॲ事߲のใࠂについて

ʲใࠂୈ 1� ߸ ɹrઐ決ॲ事߲のใࠂについて

ʲใࠂୈ 20 ߸ ɹrઐ決ॲ事߲のใࠂについて

意見書ɾ
ܾ議Ұཡ

議Ҋの৹議
ঢ়گͱ
議ܾ݁Ռ

請願
Ұཡ

রࢀは23ίーυࡉৄ

議会දজ

全ࠃ市議会議長会ɹ議員ࡏ৬ 1� 年Ҏ上
Ἒݝ市議会議長会ɹ議員ࡏ৬ 1� 年Ҏ上

ɹこの度、௩
つかもと

本༸
よ う ͡

ೋ議員が地方自治のൃలと市
政のৼڵにݙߩされたޭにより、表জをडけ
られました。

ɹ市議会だよりの改ળアイデアを気軽にお寄せいただける
よう、オンラインフΥームをৗ設しています。
ɹԼの QR コードをスϚーτフΥンまたはタブϨοτでಡ
みऔり、フΥームに入ྗの上、ૹ信してください。

˞つくば市議会 )1 からもフΥームにアΫηス可能です。

Ҋɹ݅ɹ໊ 議ܾ݁Ռ

ʲ議案ୈ̐߸ ɹr令和６年度つくば市一般会ิܭ正予算（ୈ̎߸） ҊՄܾݪ

ʲ議案ୈ５߸ ɹr令和６年度つくば市ࠃ民݈߁อݥಛผ会ิܭ正予算
ɹɹɹɹɹɹɹ（ୈ̍߸）

ҊՄܾݪ

ʲ議案ୈ６߸ ɹrつくば市੫ྫの一෦を改正するྫについて ҊՄܾݪ

ʲ議案ୈ̓߸ ɹrつくば市ݐஙؔ手ྉྫの一෦を改正するྫ
ɹɹɹɹɹɹɹについて

ҊՄܾݪ

ʲ議案ୈ̔߸ ɹrつくば市Ոఉతอҭ事ۀの設උ及びӡӦにؔするج४を
ɹɹɹɹɹɹɹఆめるྫの一෦を改正するྫについて

ҊՄܾݪ

ʲ議案ୈ̕߸ ɹrつくば市長のڅྉのಛྫにؔするྫについて ҊՄܾݪ

ʲ議案ୈ 10 ߸ ɹrἚྸߴظޙݝ者ҩྍҬ࿈߹نの変更について ҊՄܾݪ

ʲ議案ୈ 11 ߸ ɹr事請ෛܖのక結について ҊՄܾݪ

ʲ議案ୈ 12 ߸ ɹr事請ෛܖのక結について ҊՄܾݪ

ʲ議案ୈ 1� ߸ ɹr࢈ࡒのऔಘについて ҊՄܾݪ

ʲ議案ୈ 1� ߸ ɹr࢈ࡒのऔಘについて ҊՄܾݪ

ɹ市議会だよりの改ળアイデアを気軽にお寄せいただける

ɹԼの QR コードをスϚーτフΥンまたはタブϨοτでಡ

令和６年第̍回定ྫ会６月定ྫ会議議Ҋ議ܾ݁Ռ

議会ͩΑΓվળΞΠσΞΛࢢ
ืूதʂ
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第 182号　令和６年（2024年）８月１日 ։ձձٞɾٞӡ視察

議
会
運
営
委
員
会
行
政
視
察

期
日
令
和
６
年
５
月
̔
日
～
５
月
10
日

場
所
東
京
都

ా
۠
・
三
ॏ
県
い
な

市
・
Ѫ

県

ా
市

内
容
い
ず
れ
の
ٞ
ձ
で
も
、
ٞ
ձ
վ
ֵ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
行
政
視
察
を
行
っ
た
。


ా
۠
で
は
、「
開
か
れ
た
ٞ
ձ
」、「
ٞ
ձ
活
動
の
活
性
化
」

を
೦
಄
に
ٞ
ձ
վ
ֵ
を
行
っ
て
い
る
。「
開
か
れ
た
ٞ
ձ
」
と

し
て
、
都
内
で
他
に
ઌ
ۦ
け
本
ձ
ٞ
と
委
員
ձ
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
中
ܧ
を
開
始
し
た
。
ま
た
、
多
く
の
۠
民
に

ௌ
し
て

も
ら
う
た
め
、
ٳ
日
に
ٞ
事
堂
Ҏ
֎
で
委
員
ձ
開
催
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。

三
ॏ
県
い
な

市
に
お
い
て
は
、
平
成
2�
年
�
月
に
ٞ
ձ
基

本

ྫ
を
策
定
し
、
ٞ
ձ
վ
ֵ
を
進
め
る
に
当
た
り
、
ຖ
年
定

期
的
に
ٞ
ձ
活
動
の
ݕ
証
ධ
Ձ
を
行
っ
て
き
た
が
、
令
和
̐
年

11
月
に
৽
た
に
ٞ
ձ
の
取
り
組
み
を
政
策
サ
イ
ク
ル
と
し
て
Ұ

体
化
し
、
活
動
の
強
化
を
図
る
目
的
で
い
な

市
ٞ
ձ
行
動
計

画
を
策
定
し
た
。

Ѫ

県

ా
市
に
お
い
て
は
、
市
民

の
情
報
公
開
を
積
ۃ

的
に
行
っ
て
い
る
。
Ұ
ྫ
と
し
て
、
ٞ
員
提
出
ٞ
Ҋ
に
対
し
、

市
民
か
ら
の
意
見
を
募
集
し
、
意
見
に
基
づ
き
ద
ٓ
म
ਖ਼
を
行

い
、
市
民
意
見
を

ө
さ
せ
て
い
る
。

ͦ
れ
ͧ
れ
の
ٞ
ձ
の
取
り
組
み
は
、
今
後
の
つ
く
ば
市
の
さ

ら
な
る
ٞ
ձ
վ
ֵ
に
と
っ
て
大
い
に
参
考
と
な
る
事
ྫ
で
あ
っ

た
。

     

討      

論

【
承
認
第
̐
号
】
専
決
処
分
事
項
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
専
決
処
分
第
31
号
）

    

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
承

認

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
後
期
高
齢
者
ҩ
ྍ
อ
ݥ
の

上
͛

に
よ
っ
て
、
ࠃ
民
健
康
อ
ݥ
の
中
で
の
支
援
金
が
変

わ
る
こ
と
で
の

ྫ
վ
ਖ਼
で
あ
る
。
後
期
高
齢
者
ҩ

ྍ
広
域
連
合
の
ҩ
ྍ
څ
付
අ
準
備
金
が
ա
ڈ
࠷
高
の

6�
ԯ
ԁ
も
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ෛ
担
ܰ
減
に


っ
た
の
は
�0
ԯ
ԁ
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
た
め
、
こ

の
基
金
を
活
用
し
、

上
͛
を
す
る
の
は
や
め
る
よ

う
ٻ
め
、

対
を
す
る
。


ର
౼


令
和
６
年
第
̍
回
定
ྫ
ձ

開
ձ
ձ
ٞ

令
和
６
年
̐
月
1�
日
に
開
催
し
、

令
和
６
年
第
̍
回
つ
く
ば
市
ٞ
ձ

定
ྫ
ձ
の
ձ
期
を
令
和
６
年
̐
月

1�
日
か
ら
令
和
６
年
11
月
2�
日
ま

で
の
２
２
５
日
間
と
定
め
ま
し
た
。

ま
た
、ঝ
認
５
݅
、ٞ
Ҋ
３
݅
を
৹
ٞ
し
ま
し
た
。

議
案
の
審
議
状
況

と
議
決
結
果

ใ　ࠂ　Ҋ　݅

 ̡ ใࠂୈ̍߸ ɹrઐ決ॲ事߲のใࠂについて

 ̡ ใࠂୈ̎߸ ɹrઐ決ॲ事߲のใࠂについて

 ̡ ใࠂୈ � ߸ ɹrઐ決ॲ事߲のใࠂについて

 ̡ ใࠂୈ̐߸ ɹrઐ決ॲ事߲のใࠂについて

 ̡ ใࠂୈ５߸ ɹrઐ決ॲ事߲のใࠂについて

 ̡ ใࠂୈ６߸ ɹrઐ決ॲ事߲のใࠂについて

 ̡ ใࠂୈ̓߸ ɹrઐ決ॲ事߲のใࠂについて

 ̡ ใࠂୈ̔߸ ɹrઐ決ॲ事߲のใࠂについて

 ̡ ใࠂୈ̕߸ ɹrઐ決ॲ事߲のใࠂについて

令和６年第̍回定ྫ会開会会議議Ҋ議ܾ݁ՌҰཡ
Ҋɹ݅ɹ໊ 議ܾ݁Ռ

ʲঝ認ୈ 1 ߸ ɹr  ઐ決ॲ事߲のঝ認を求めることについて（ઐ決ॲୈ 28 ߸） ঝɹೝ

ʲঝ認ୈ 2 ߸ ɹr  ઐ決ॲ事߲のঝ認を求めることについて（ઐ決ॲୈ 2� ߸） ঝɹೝ

ʲঝ認ୈ̏߸ ɹr  ઐ決ॲ事߲のঝ認を求めることについて（ઐ決ॲୈ �0 ߸） ঝɹೝ

ʲঝ認ୈ̐߸ ɹr  ઐ決ॲ事߲のঝ認を求めることについて（ઐ決ॲୈ �1 ߸） ঝɹೝ

ʲঝ認ୈ５߸ ɹr  ઐ決ॲ事߲のঝ認を求めることについて（ઐ決ॲୈ �2 ߸） ঝɹೝ

ʲ議案ୈ̍߸ ɹr  令和６年度つくば市一般会ิܭ正予算（ୈ̍߸） ҊՄܾݪ

ʲ議案ୈ̎߸ ɹr  つくば市ݸਓ൪߸のར用及びಛఆݸਓ情ใの提ڙにؔするྫ
ɹɹɹɹɹɹɹɹの一෦を改正するྫについて

ҊՄܾݪ

ʲ議案ୈ̏߸ ɹr  つくば市ࢧࢱԉηンターྫの一෦を改正するྫについて ҊՄܾݪ

ٞҊ൪号

ͭࣗ͘ຽౘɾੜΫϥϒ ࣗຽౘ政ਗ਼Ϋϥϒ ͭ͘ɾ
ຽωοτϫʔΫࢢ

ެ໌ౘ
ͭ͘

日ຊ࢈ڞౘ
ͭ͘ஂٞࢢ ͭ  ਗ਼ ࢁ ࣾ

খ
ଜ

政
จ

ߴ


จ
உ


௩

ढ़


ࠇ
ా

݈
༞

ਆ
୩

େ
ଂ

খ
ٱ
อ

و
࢙

ޒ
಄

ହ


ٞ


ٱ
อ
୩




ٶ
ຊ

ୡ



ଜ

म
ण

௩
ຊ

༸
ೋ

൧
Ԭ


೭

ླ



࢜
༤


ଜ


ࢠ

͋
͞
ͷ

͑
͘
͜

খ

୩

͞

͔

օ



ࢬ


த

উ
ඒ

খ


ହ


ࢁ
த

ਅ
ٷ

ڮ
ຊ

Ղ
ࢠ


ٱ
อ

օ
࣮

த
ଜ

ॏ
༤


ଜ

ਗ਼
ོ

Ԙ
ా

ঘ

ۚ
ࢠ

和
༤

ঝೝ第̐号 ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʵ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʷ ʷ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓

ٞҊ第̎号 ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʵ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʷ ʷ ʷ ʷ ˓ ˓ ʷ ʷ ˓ ˓ ˓ ˓ ʷ

 　 ※「○」は賛成、「×」は反対、「欠」は欠席。議長は可否同数の場合または特別多数議決の場合以外は表決に加わらない。
　 ※   会派名（議席番号順）　つ＝つくばチェンジチャレンジ　緑＝新緑会　清＝清郷会　山＝山中八策の会　社＝新社会党つくば

令和６年第̍回定ྫ会開会会議議һࢍ൱Ұཡ（議ҊͳͲにରͯ͠ࢍ൱の͔ΕͨのΛɺ議һ͔Βのਃ͠ग़にࡌܝ͖ͮج）

いな市

ా市
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第 182号　令和６年（2024年）８月１日行政視察

行政視察ใࠂ

期
日
令
和
６
年
５
月
1�
日
～
５
月
16
日

場
所
岡
山
県
倉
敷
市
・
岡
山
県
岡
山
市

　
　
　

岡
山
県
瀬
戸
内
市

内
容
倉
敷
市
で
は
、「
倉
敷
型
防
災
教

育
」
に
つ
い
て
視
察
し
た
。
防
災
に
関
す
る

授
業
を
小
学
生
は
第
３
学
年
お
よ
び
第
５
学

年
、
中
学
生
は
第
２
学
年
の
時
に
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
な
ど
を
交
え
て
行
い
、
自
助
だ
け

で
な
く
共
助
の
視
点
を
持
て
る
よ
う
な
取
り

組
み
を
段
階
的
に
実
施
し
て
い
る
。

岡
山
市
で
は
、
平
成
�0
年
の
豪
雨
災
害
を

教
訓
と
し
、
助
成
制
度
の
充
実
に
よ
る
自
主

防
災
組
織
の
結
成
・
活
動
活
性
化
の
促
進
や

防
災
情
報
メ
ー
ル
、
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
多

言
語
化
対
応
な
ど
、
全
て
の
市
民
に
情
報
が

行
き
届
く
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
。

両
市
と
も
、
防
災
施
策
を
考
え
て
い
く
上

で
大
変
参
考
に
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

瀬
戸
内
市
で
は
図
書
館
の
整
備
お
よ
び
管

理
運
営
を
題
材
と
し
、
瀬
戸
内
市
民
図
書
館

Ԭࢁ市

ෑ市

の
視
察
を
行
っ
た
。
図
書
館
設
計
の
段
階
か

ら
「
と
し
ょ
か
ん
未
来
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
と

し
て
市
民
参
加
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
て
お
り
、
開
館
後
も
市
民
の
意
見
を
取
り

入
れ
た
展
示
や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
な
ど
、

市
民
参
加
型
の
図
書
館
運
営
の
手
法
は
大
変

参
考
に
な
っ
た
。

期
日
令
和
６
年
５
月
1�
日
～
５
月
1�
日

場
所
千
葉
県
我
孫
子
市

　
　
　

兵
庫
県
姫
路
市
・
鳥
取
県
鳥
取
市

内
容
我
孫
子
市
で
は
、「
ひ
と
り
暮
ら
し

高
齢
者
等
ご
み
出
し
支
援
ふ
れ
あ
い
収
集
事

業
」
に
つ
い
て
視
察
し
た
。
他
か
ら
協
力
を

得
ら
れ
ず
自
ら
集
積
所
ま
で
運
ぶ
こ
と
が
で

き
な
い
方
を
対
象
に
、
平
成
1�
年
２
月
か
ら

開
始
し
、
各
個
人
の
事
情
に
合
わ
せ
た
対
応

を
し
た
上
で
、
希
望
者
に
は
安
否
確
認
の
た

め
の
声
掛
け
も
実
施
し
て
い
る
。

姫
路
市
で
は
、平
成
22
年
に
策
定
し
た「
姫

路
市
生
涯
現
役
推
進
計
画
」
に
つ
い
て
視
察

し
た
。
本
計
画
で
は
、
主
観
的
健
康
感
が
あ

れ
ば
行
動
意
欲
が
高
ま
り
実
際
の
活
動
に
繋

が
る
と
の
考
え
の
も
と
、
各
個
人
に
合
っ
た

生
涯
現
役
を
目
指
し
、
��
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

鳥
取
市
で
は
、
周
辺
６
町
と
形
成
し
た
圏

域
全
体
で
支
援・推
進
体
制
を
構
築
し
た「
地

域
食
堂
」
と
、
市
内
1�
カ
所
に
設
置
さ
れ
た

「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い
て
視
察

し
た
。
ど
ち
ら
も
、
地
域
住
民
か
ら
の
協
力

も
得
ら
れ
る
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築

さ
れ
て
い
た
。

い
ず
れ
も
、
つ
く
ば
市
の
抱
え
る
課
題
に

対
し
て
大
変
参
考
に
な
る
も
の
で
あ
り
、
今

後
の
市
政
発
展
に
生
か
し
て
い
き
た
い
。

期
日
令
和
６
年
５
月
21
日
～
５
月
2�
日

場
所
埼
玉
県
三
郷
市
・
佐
賀
県
武
雄
市

　
　
　

佐
賀
県
佐
賀
市

内
容
三
郷
市
で
は
「
消
防
団
の
充
実
強
化

の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
視
察
し
た
。
消
防

団
員
準
中
型
自
動
車
運
転
免
許
証
取
得
補
助

金
の
交
付
や
将
来
の
地
域
防
災
を
担
う
人
材

を
育
成
す
る
三
郷
市
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
事
業

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

武
雄
市
で
は
「
市
民
課
窓
口
業
務
民
間
委

託
」「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
」
に
つ
い
て
視

察
し
た
。
民
間
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用

し
た
安
定
か
つ
効
率
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
と
と
も
に
、
何
度
も
移
動
せ
ず
に

手
続
き
が
済
む
窓
口
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

佐
賀
市
で
は
「
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
構

想
」「
二
酸
化
炭
素
分
離
回
収
事
業
」
に
つ

い
て
視
察
し
た
。
ご
み
処
理
施
設
な
ど
の
バ

イ
オ
マ
ス
資
源
を
活
用
し
、
処
理
し
て
い
た

も
の
を
相
互
に
有
効
利
用
す
る
仕
組
み
を
市

期
日
令
和
６
年
５
月
22
日
～
５
月
2�
日

場
所
青
森
県
三
沢
市
・
青
森
県
む
つ
市

　
　
　

青
森
県
八
戸
市

内
容
三
沢
市
で
は
、「
三
沢
ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
ド
パ
ー
ク
」
に
つ
い
て
視
察
し
た
。
東

京
五
輪
で
の
注
目
度
の
高
ま
り
を
背
景
に
、

市
中
心
部
に
開
設
さ
れ
た
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド

パ
ー
ク
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
実
際
に
現

地
視
察
を
行
っ
た
。

む
つ
市
で
は
、「
パ
ー
ク
1
'
*
を
中
心

と
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
事
業
」
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
視
察
を
行
い
、
人
口
減
少
な

ど
の
課
題
解
決
の
取
り
組
み
と
し
て
行
わ
れ

て
い
る
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
関
連
施
策
に
つ

い
て
学
ん
だ
。
ま
た
、
現
地
視
察
を
行
い
、

民
間
事
業
者
を
公
募
し
た
上
で
飲
食
店
、
売

店
な
ど
の
公
園
施
設
お
よ
び
広
場
や
遊
具
な

ど
の
設
置
・
管
理
を
行
う
手
法
の
実
態
を
学

ん
だ
。

八
戸
市
で
は
、「
中
心
市
街
地
の
ま
ち
づ

く
り
」
に
つ
い
て
視
察
し
た
。
第
３
期
八
戸

市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
の
も
と
、

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
施
策
と
し
て
、
市
中
心

部
に
文
化
・
交
流
施
設
な
ど
を
整
備
し
、
歩

い
て
回
遊
で
き
る
範
囲
に
、
人
が
集
い
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
る
場
を
中
心

に
市
民
利
用
の
多
目
的
な
施
設
が
集
積
す
る

環
境
を
創
出
し
て
お
り
、
大
変
参
考
に
な
る

も
の
で
あ
っ
た
。

市ࡾ 市ڷࡾ

༤市Ήつ市

զଙ子市

ௗऔ市

が
仲
介
役
と
な
り
構
築
さ
れ
、
地
域
経
済
の

好
循
環
を
生
み
出
し
て
い
る
。
日
本
初
の
二

酸
化
炭
素
分
離
回
収
事
業
で
は
、
ご
み
焼

却
施
設
か
ら
分
離
回
収
し
た
二
酸
化
炭
素

を
活
用
し
た
産
業
の
集
積
が
進
ん
で
い
る
。

い
ず
れ
も
、
今
後
の
市
政
発
展
に
当
た
り

大
変
参
考
に
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
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次回「第 183号」は令和６年（2024年）11月 18日（月）に公開の予定です。

市役所 1 階に議会の様子を配信するブースを設置しました！

市役所に来庁された際に議会でどんなことが行われているのかを気軽に見ていただけるように、1 階に中継モニター
を設置しました。議会の開催中に限りオープンしていますので、ぜひお立ち寄りください。

予算決算委員会で電子採決システム
を導入しました！

メールでも請願・陳情を提出できます！

令和６年６月 26 日（水）の予算決算委員会において、
つくば市議会で初めての試みとして、電子採決システム
を使用した議案の採決を行いました。

市民の皆さまが、市政などについて直接市議会に要望
する制度として請願・陳情があります。
地方自治法の改正に伴い、つくば市議会においても議
会手続のオンライン化に対応するため、請願・陳情を
メールで提出できるようになりました。
詳細については、上記 QR コードよりご確認ください。

請願HP 陳情HP

市民の声を市長に届けました！

令和５年 10 月 21 日に開催された議
会カフェで参加者の皆様と考えた「つ
くば市をもっと良くするアイデア」を
まとめ、令和６年６月 28 日に市長に
提出しました。詳しくは右記 QR コー
ドから内容をご確認ください。

議会報告会HP

モニター
設置場所

オンライン本会議を可能とするための
法改正を求める意見書を可決しました！

現行法では議会の本会議においては、一般質問をオンラ
インによって行うことはできますが、議案の採決に加わ
ることはできません。また、オンライン出席の議員が質
問を行っても「欠席」扱いのままです。緊急時などにお
いても議会の機能、維持を図るため、質問のみならず議
案審議における質疑、討論及び採決など議事全般におい
てもオンラインによる本会議への出席を可能とする制度
が必要と考え、法改正や法解釈の変更を求めました。

意見書
内容

採決結果のイメージ 議員表決時のイメージ




